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1.は じ め に







ソン 日本中世仏教史上、そして春 日信仰において切 っても切れない存在 である 「明恵」




しかし、当絵巻は全20巻 、93段 という詞書から構成されているのであ り、また発願から短期間
で制作 された為に先行する説話や縁起 を出典とする話が多いとはいえども、絵画 と共に解明 ・
考察せねばならない箇所はまだまだ多い。最近では五味文彦氏による解釈が単著 となり当絵巻
の全体像が解明されている3)が、五味氏は俗人の春 日信仰の部分、つまり 『春日験記絵』の前
半部分のみ解釈 されておられ、肝心の興福寺僧における春 日信仰の部分に関 しては殆 ど解釈さ




作者側か らの指示に沿って描かれるのが普通である。その点で絵はあ くまで も 「従属的」 な位
置にあ り、詞書 との関係においてこそ絵の分析が必要 となる。どのような詞書に対応 して絵が
描かれているのか。そして、その奥にはどのような歴史的 ・社会史的 ・文化史的 ・宗教史的な
背景 ・意義 を持 っているのであるのか。
そこで当論考においては、このようなく絵画史料学〉による解釈をベースにく絵巻 を読む〉
方法で分析 を試みる。その分析対象は当絵巻における 「往生」および 「来迎」の場面である。
本来、当絵巻の主人公は 「春 日明神」であるから、〈仏教思想〉的な要素が含まれているのは
不 自然に思えるであろうが、その背景には春日社と興福寺 との神仏習合関係、お よび氏長者で
ある 「藤原氏」 との関わ りがあるのである。その関係については先学の詳細な論考があるので
ここでは逐一その詳細 な説明は しないが、後述するようにこれらを背景として 『春 日験記絵』
が完成したのである。その中で、人が往生し、諸菩薩が来迎する場面が描かれているのである。
その深層を探るべ く、特に浄土教美術 との関わりと、その背景となる浄土信仰の影響 に視点を





は源信による 『往生要集』の撰述以降多 くの作品が描かれ、それに伴って浄土信仰 は活況を呈
し、阿弥陀仏による 「来迎引接」は極楽往生への証 として、それ 自体が信仰の次元へ と高めら
れた5)。こうした気運は来迎のテーマ、即ち 「阿弥陀と聖衆による往生者の救済」のく視覚化〉













がある。このような視点に基づきなが ら論考 を進め、絵 と詞書を共に検証 していくことにする
が、その前にまず 『春 日験記絵』の成立背景 とその概要を述べてお くことにする。
2.『 春 日権 現 験記 絵 』 の成立 背景
古来、古墳や山などにおいて、神籬 ・磐境 などと称せ られる原始的な祭祀施設を設け、主に
自然物をもって崇敬の対象とし、また宗教的行事を行 う場とした。その祭祀形態はシャーマス
ティックなものであ り、伝承的な生活慣習の中に素朴 な伝統を持ち伝えることが多かった。奈
良時代末頃になると、それ自体の宗教的発展 と形成 に伴い、仏教文化の影響 をうけつつ、美術
的要素も加わり始めるようになる。殊に、平安時代 に入ってか らは所謂 「本地垂迹」思想に基
づ く神仏習合の傾向が濃 くなり、顕著な美術的躍進 を遂げるようになる。当時の動きとしては







今回取 り上げる 『春 日験記絵』を取 り巻 く背景もまた、以上のような状況下で成立 したこと
は想像に難 くない。当絵巻の主たる場面となる春 日社の草創についてであるが、八幡神は大分
の宇佐宮を本拠としつつ東大寺の大仏建立を機に奈 良に迎えられたが、春日諸神は奈良の御蓋
山(御 笠山 ・三笠山)の 麓に東大寺に隣接 して西側 に藤原氏の氏神 として祀られた。社殿が春
日大社 として創建されるのは奈良時代末の神護景雲2年(768)と される。祭神は祖神である天
児屋根命(河 内国枚岡大神)と その比売神、先祖が崇敬する武甕槌命(常 陸国鹿島大神)と 経














の筆者は前関白父子の4人 、 さらに詞章については興福寺の子院の1つ である東北院の覚円法
印が、大乗院の慈信 と三蔵院の範憲の両僧正に相談 して起草 したことが判明する。そして、こ
の絵巻は延慶2年(1309)3月 に完成 し春 日社 に奉納された。願主は当時関白であった西園寺
公衡である。そ して、 この願文には 『春 日験記絵』制作の由来が秘められているのである。制




学 も指摘されている通 り、願主西園寺公衡の失脚がきっかけとなってお り1')、その謹慎時に春
日に対する信仰心を持ち 『不空羂索神呪心経』を書写する。その理由として、春日社の本地仏
が不空羂索観音を代表の一つ としているためと考えられる。九条兼実が一尺三寸の不空羂索観
音像 を作 らせ、春日社 と合わせ祈願 し、奉幣 と同時に興福寺南円堂における 『不空羂索神呪心
経』一巻の摺写供養行った'2)ことなどか らも、春 日社 との密接な関わりをもつ経典 と知 られる。




3.巻5第4段 にお けるく往 生 〉の場 「帰 来 迎」表 現 をめ ぐって
巻5は 全体 を通して、中流貴族である藤原俊盛の話である。神主の勧めで春日詣を行い、そ
の結果利益があ り富み栄えたことを描いてお り、第4段 にて春 日の神の加護により往生 したこ
とを描いている。ここでは第4段 の場面に注目してみたい(図 ①参照)。 この場面は、俊盛の家
が年月を経るうちに衰退 し、俊盛は後世をのみ願 うようになり、春 日大明神の加護をひたす ら
祈 っていた ときの話である13)。
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らに声あ りて、春 日の大明神御沙汰あるゆへに神人あひそふ也といひけり、其後三年あ りて
三位入道まことに往生しにけり、三歳の児とみえけるは、三年ありて往生すへ きゆへ にみえ
けるに、去年終焉のときも瑞相おほか りけ り、夢のつけもあ りけるとかや
人が往生する場面はよく説話や往生伝において記 されているが、これらを背景として絵にし
た ものである。 しか し画面を見てみると一般的な往生の絵 とは異なった描かれ方になっている。
ある人の夢の中でのシーンであるが、俊盛の家から天に向かって飛び立つ雲の蓮台の上には詞
書の通 り三歳の子が乗ってお り、丸い光輪で覆っている。詞書の 「紫雲棚引きて、蓮台家 より
出け り、その蓮台に三歳の小児あ りけ り、黄衣の神人相具 したり」という箇所 を描いてお り、
非常に奇妙に描かれているのが印象的だ。問題となるのは 「三歳の小児」と 「黄衣の神人」で
あろう。この構図とよく似た絵画を数少ない事例ではあるが、実は浄土教画の中か ら見出すこ
とができるのである。それは九品来迎図などに描かれている 「帰(還 り)来 迎1円 の場面であ
る。平等院鳳凰堂扉絵の九品来迎図のうち 「上品下生図」や、鶴林寺太子堂来迎壁正面の九品
来迎図のうち 「上品中生図」、滝上寺九品来迎図のうち 「上品中生図」、弘法寺の阿弥陀二十五







とは先に指摘 したとお りである。 ところが、往生するという場合にく来迎〉、すなわち阿弥陀
仏が極楽か ら 「お迎えに来る」 といったことのみの表現 しか無いのである。当然ながら、願生
者 をく引接〉して極楽に帰っていく表現が無ければならない。そこに、多 くの複雑な来迎図の
部類のうち、「来迎」 と 「帰来迎」の両方を描 くもの、および 「帰来迎」のみを描 くものが作 ら
れたのである16)。「帰来迎」は、浄土から来迎 してきた阿弥陀仏が浄土願生者を引接 してい く情
景 を描 き表すものであ り、[往生⇒来迎]に 始まって[引 接⇒帰来迎]に よって終わることを示
し、そして 「来迎」 と 「帰来迎」が揃 ってこそ往生は全うされることを説いているのである17)。
この 「帰来迎」の構図 ・思想 と、問題 としている画面 との近似性を見出すことができるのであ
る18)。
また、この絵巻中でこの図 と似たものとして、巻ll第4段 の春日三宮が一の鳥居に示現 して
きたシーン19)が挙げられる。春 日三宮が春日社に帰って行 く場面であ り、蓮台座に錫杖 と宝珠















4.巻10第7段 に お けるく来 迎 〉の様 相 往 生伝 と絵 画 との関係






(1)南 都に教懐上人といふ僧あ りけり、わかくより道心ありて小田原 といふ所にこもりぬる、
後にハ高野の山に住す、三年か程よるひる端坐 して極楽をねかひて依正を観す、か ・る
ほとに、腰の病をこりてたちあかることかなハす、この時むか しを思いて ・、春 日大明
神を念 したてまつ りて、このやまひいやさせ給へ とねんごろに祈ける程に、夢に貴女お
はしまして、汝ハ我をすつれとも、われは汝をすてす、我家ハ西方にありとて空 をとひ
てさり給ぬとみる、其後腰にハかにたちて起居やす らかな り、されハ病あらん人も大明
神を念 したてまつ らハかならすそのしるしあるへ き也、後の世まても御たすけあ りける
にや、 この上人をはりの時、紫雲たなひき、楽のこゑ空にきこえて往生をとけにけり、
教懐 に関 しては井上光貞氏や五来重氏による解説 ・論考がある23)が、彼に関する史料が少な
い。詳細 は 『拾遺往生伝』および 『高野山往生伝』によってのみうかがい知る事が出来、また
『春日験記絵』のこの場面が、これ ら2つ の往生伝を典拠にしているか否かについては高橋貞一
氏、高木豊氏、竹居明男氏 らの指摘がある24)。これらを手がかりに教懐について触れておこう。
教懐は、年少時に出家 し、興福寺喜多院の林懐に法相 ・唯識 を学んだ。出家のきっかけは、
彼の父が讃岐守であった時、罪人を捕 らえて拷問していた。その後、罪人の怨霊のためにこの
讃岐守一家が次々と殺され、教懐一人だけが残ったのである。彼は父の罪を滅ぼすために出家
をし、興福寺へ入った。 しか し、その後 も怨霊に苦 しめられる日hが 続いたため、興福寺の念
仏別所である山城国と大和国の境に近い当尾の小田原に隠遁したのである。そのために彼は俗
に小田原迎接房聖と呼ばれた。その後、高野山へ移 り、以後20数 年間山を下 りなかった。『高野
山往生伝』によると、彼はこの地にて毎 日金剛界 ・胎蔵界の修法、密教による阿弥陀行法を怠
らず、大仏頂陀羅尼と阿弥陀真言などの修法持誦を行っていたという。
南都浄土教 と高野山浄土教 との関係は井上氏も指摘 されているように、言 うまでもな く密接








『春 日権現験記絵』 に見 る往生 の場 と来迎 の様相(多 川 文彦)
図② 『春 日権現験記絵』第10巻 第7段 〈模本〉、東京国立博物館蔵、鎌倉時代
(2)お なしき山維範阿闍梨入滅のよも、ある人の夢に、教懐上人しやう(聖)衆 のさきより
出てことに哥(歌)舞 し給とみけり、四御殿ハ十一面観音にて貴女のかたちをあらハ し
給 とそつたへたる、彼聖徳太子入胎のむかしも我に救世の願あ り、我家ハ西方にあ りと
の給けるに、権現の今の御つけかハ らす とて菩提院贈僧正蔵俊はことに随喜申けり、
(下線は筆者による)






































西天高晴。紫雲斜聳。鉦旦聖A苴 ノ情 苙 罍
(下線は筆者による)
とあ り、同じ南院の僧であり久 しく庵室に閉 じこもって戸外 に出なかった信明に、先ず維範の
往生の知 らせがあり、そして慶念 ・定禅の順に伝わる。この内容は 『高野山往生伝』とほぼ同
じ内容であり、『拾遺往生伝』と合わせて考 えると、教懐は寛治7年(1093)に93歳 で没 したと
伝え、維範は嘉保3年(1096)に 没 したと伝えている。3年 前に極楽往生した教懐が、維範を











雲に乗って来迎した事を指す ものであ り、現存すれば珍重 されるものであったに違いない。そ
して 『高野山往生伝』においては 「教懐衣装如臨終時」 と記 されている3°)ことから、おそ らく
新浄衣を身に着けていたことが想像でき、『春 日験記絵』でもそのように見て取れる。来迎図に
描かれている僧形も同様のことが言えるのであ り、確かに極楽往生できた証なのである。この







では、背景 となっているこの 「浄土」に関して、春 日信仰 とどういった関係があるのであろ
うか。『春 日験記絵』 と共に、春日信仰下で制作された絵画群に春日曼荼羅がある。春日曼荼羅
成立の思想的 ・美術史的背景に対 しては多 くの見解がなされているが、それ らによると、末法
世界の救済を唱えた浄土思想の拡大が神仏習合の影響を受け、神祇信仰が入 り込み、<社 頭即
浄土〉という 「春 日浄土観」を生み出し、同時に浄土教画の影響によって来迎図 ・浄土図とし






となったのが明恵 と貞慶による春日信仰である。能 『春 日龍神』には、明恵(シ テ)の 渡天を
止めようと宮守の翁(シ テ)が 春 日大明神の和光垂迹の理を物語ってお り、








とある39)。春日社の社頭が霊鷲山に変ずる様を明恵は夢 中に感得 したであり、これは春 日一宮
の本地仏が、従来主に 「不空羂索観音」と考えられていたのが、明恵当時より 「釈迦」を中心
とする信仰に基づ く認識 と無関係ではない。この本地仏釈迦説は貞慶の 『別願講式35)』にも見
えているが、特に 『行状』の 「社壇が忽ち変 じて霊山となる」 というように、社頭が聖なる世
界に変化することを説 く点は注目すべきであろう。
このように、明恵 と貞慶における春 日信仰は、平岡定海氏の言 う 「春 日神二釈迦仏 との本地
垂迹的釈迦信仰36)」という共通 した性格 を有 していたのであり、平安時代以降における浄土信
仰に潜在 していたく社頭即浄土〉観は、鎌倉時代初期 に明恵 ・貞慶 という傑出した高僧におい





と記 されてお り37)、社壇 自体がさながら浄土世界であるという認識を中世の春 日社は獲得 して
いるのであ り、その認識は浄土往生を神に祈る廻向の願いが示しており38)、その一例は第3・
4節 で見てきた通 りである。先の 『春 日験記絵』の文言はく此岸浄土観 〉を強調 し、かつ暗に
浄土がく彼岸〉のものであるとい うことが前提 となって発せ られた表現であり、<此 岸浄土
観〉とく彼岸浄土観〉が同時に存在 している絵巻であると言えるのである。川村知行氏の言 う
[彼岸浄土 二本地]と[此 岸浄土=垂 迹]と いう並存 を特徴としている39)のが中世南都の春 日浄
土観であ り、実質的には後者を強調する事により、神的世界を媒体 として仏的世界に導 くとい
う構造を具体的に表現 したのが 『春 日験記絵』であ り、後に発展 してい く種々の春 日曼荼羅の
思想的背景を充分に示唆する作例 と言えるであろう。
〔注〕
(1)黒 田日出男 『姿としぐさの中世史』をはじめとした 「平凡社イメージリーディング叢書」を皮切
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りにく絵 を読む 〉方法論 で もって絵巻 を分析 して い く論 考が多 くなってお り、現在 では主流 とな
っている。
(2)『 春 日験記絵 』に関する研 究 ・論文 は膨大であ り、多方面 か らの論考があ るが、特 に明恵 ・貞慶 と
の関係 を論 じてい るもの としては、高橋 貞一 「春 日権 現記 と明恵上人神現伝 記」(『鷹 陵』41号 、
1972年)、 竹居 明男 「解 脱上人 貞慶 と春 日信仰」(『季刊 日本思想 史』15号 、1980年)、 永 島福 太郎
「春 日験記絵 の小 考一 明恵上人の春 日信仰一」(『かすが 』29号 、1981年)、 近本謙介 「『春 日権 現験
記絵』成 立 と解脱房 貞慶 」(『中世文 学』43号 、1998年)、 筒井 早苗 「春 日明神 と貞慶 ・明恵 説話」
(『説話文 学研究 』34号 、1999年)、 同氏 「解 脱房 貞慶 と魔 道一 『春 日権現 験記絵 』 を中心 に一 」
(『金 城国文』75号 、1999年)な どが挙 げ られるが、 ご く一部 しか挙げ ていない ことをお断 りして
お く。
(3)五 味文彦 『「春 日験記絵」 と中世 』(淡交社、1998年)
(4)『 法 然上人行状絵図』 はこれを示 す顕著 な例 の一つ と言 える。場面 は巻37の 法然上 人往 生の段 をは
じめ、法然上 人に帰依 し口承 念仏 によって弥 陀の浄土 に往生 した人 々の伝 記が多数掲載 され てお
り、 共に臨終 の際には奇瑞を伴 っている。
(5)来 迎引接 の思想 的根拠は 『無量寿経』巻上(『 浄全』1巻 、p!7)四 十八願中の第十九願 「来迎 引接
願 」で、「設我得佛、十 方衆生発 菩提心、修諸功徳、至心発願欲生我 国、臨壽 終時、假令不與大 衆
囲繞現具 人前 者、不取正覺 」 と、阿弥 陀仏 が臨終 の願生 者の前 に来現 する ことを誓ってお り、こ
の誓 願 に基 づ き来 迎 を得 る願生 者が どの よ うに往 生す るか を 『無量寿経 』巻 下(『 浄全』1巻 、
p.19)三 輩段 におい て、上 中下三輩 に応 じて、真仏 ・化仏が現前 して、夢 に化仏 を見るこ とが出来
ると説いてい る。 また 『阿弥 陀経』(『浄全』1巻 、p.54)に は念仏 による阿弥陀来迎 、浄土往 生 を
説 き、 『観無量寿経 』三輩段 で は、人 間を九品 の階位 に細 分 し、それぞれの階位 にお ける衆生 の行
い、来迎 ・往生の様子 を詳説 してい る。
(6)来 迎 図 をは じめ とす る浄土教美術 に関 しては石 田一良 『浄土教美術』(平 楽寺書店、1956年)を は
じめ、村 山修一 『浄土教芸術 と弥陀信仰』(至 文堂、1966年)、 大 串純夫 『来迎芸術』(法 蔵選書21、
法 蔵館、1983年)な どが 詳 しい。佐和 隆研氏 は 「来迎 芸術 論」(『佐和隆研 著作集 』3/法 蔵 館、
1997年)に おいて、来迎 図は制作 され た背景 の仏教 的思想 の相違が あるため、来迎 図はそれ を制
作せ しめ た人 々の信 仰 内容 に よって様 々に異 な った形 を作 り出 してい る と考えね ばな らない、 と
されて いる。最近 で は、和 佐本静代 「法華寺蔵 阿弥陀 三尊及 び童 子像 につ いて」(『史迹 と美術』
676～678号 、1997年)に 来迎図の様式問題及 び機 能についての論考がある。
(7)藤 堂恭俊 「わが国におけ る来迎信 仰」(濱 田隆 「来迎図」『日本の美術 』273号 、至 文堂、1989年)
(8)景 山春樹 『神道の美術 』(塙 書房、1965年)、 同氏 『神 道美術』(雄 山閣、1973年)、 奈良国立博物
館 『垂迹美術 』(角 川書店、1964年)、 関口正之 『垂迹画』(『日本の美術 』274号 、至 文堂、1989年)
(9)永 島福 太郎 『奈 良文化の伝流』(中 央 公論社、1944年)、 同氏 「春 日社 と興福寺 の一体化」(『日本
歴史』125号 、1958年)、 同氏 『奈良』(吉 川弘文館、1963年)、 『春 日大社 ・興福寺』(『近畿 日本叢
書』6、 近畿 日本鉄道株式会社、1961年)、 花 山院親忠監修 『春 日大社』(大 阪書籍、1984年)
(10)和 田英松 「春 日権 現験記 に就いて」(『国華』328号 、1917年)、 古沢稔 「『春 日権現験記絵』の研究」
(『続 日本絵 巻大成15「 春 日権現験 記絵(下)」 』小松 茂美編 、 中央公論 社、1987年)、 小 松茂 美
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「『春 日権現験 記絵 』一 製作 の背景 をさ ぐる」(『続 日本 の絵巻14「 春 日権 現験 記絵(下)」 』小松茂
美編、中央公論社 、1991年)
(11)『 続 史愚抄』(新 訂増補 『国史大系』13、p.372)、 『公卿補任』(新 訂増補 『国史大系』54、p.379)、
『興福寺略年代記』(『続群書類従』第29輯 下、p。175)な どに よる と、嘉元3年 閏12月21日 、 も・しく
は22日 に勅勘 を受 けてい る。
(12)『 玉葉』治承3年11月19日 条(国 書刊行 会本 、巻2、p.313)、 『同』寿永3年 正月24日 条(国 書刊行
会本、巻3、p.6)
(13)『神 道体系神社編13(春 日)』p.101(永 島福 太郎校 注、神道大系編纂会、1985年)
(14)「 帰来迎」 とい う言葉 の初見 は、証空 の 『当麻曼 荼羅注』巻3と されてい る。(『大 日本仏教全書』
51,p.71・78・79)
(15)こ れ らの来迎図は中野玄三 『来迎図の美術』(同 盟舎 出版、1985年)に 図版が掲載 されているので
参、照され たい。
(16)成 田俊治 「浄 土教 におけ る心 ど形一特 に来 迎 と帰来迎 につい て一 」(『日本 仏教学会 年報』57号 、
1992年)
(17)酉 譽聖聡 の 『当麻 曼陀羅疏』巻8(『 浄全 』13巻 、pp.590～605)に 来迎 と帰来迎 の関係が詳細 に
記 され ている。特 に来迎 図に帰来迎の相 も描 くことに よって理が通 うのに もかか わ らず、帰来迎
を描 くのが 少ないの は どうい う理由か らであ るのか、 とい う問 いに対 して酉譽聖聡 は、来迎の 中
に引接 の意を表 してお り、来迎があ るこ とは必ず帰 来迎が ある と理解 すべ きで、 引接 相のみ の中
品 中生 ・中品下生 に関 して は、「帰 り」が ある とい うことは必ず来迎があ った ことを知 るべ きであ
る としてい る。 来迎 と帰来迎 の二相 あ るべ きものなの であるが、来迎相の みで も引接相 のみであ
って も、共 に両者 を示 していると説いて いる。
(18)た だ し問題 としている場 面 は 「夢の 中での出来事」 であ り、 また く来迎 〉 とく帰来迎 〉が あって
こその来迎 図であ るので、 これは 「純粋 な帰 来迎図」 とは言 えず思想面 か らも共通点 を見 出すの
は不可能である。 しか し絵 師がこの ような来迎思想に基づいて描いた と考 えるこ とは可能 である。
(19)こ の画面の図版 は小松 茂美編 『続 日本 の絵 巻13「 春 日権現験記絵(上)」 』(中 央公論社、1991年)
p.77を参照 されたい。
(20)こ の絵巻 に於 いて神人が 出て くる場 面の多 くは 「春 日の神 の使 い」 として の ものであ り、春 日三
宮 の本地であ る地蔵 菩薩 に関わる話 が多い。近 年で はこの黄衣神 人 に関 して、坂 井孝一 「春 日社
黄衣神 人の空間一 黄衣 を鳥居 に懸 ける事一」(五 味文彦編 『中世 の空間 を読む』吉川弘文館、1995
年)と いった論 考 も発表 されている。
(21)童 子 の役 割は様 々な分 野で研究 され ている。 山折哲雄 「翁 と童子」(『思想 』1982年8月 号 、岩波
書店)、 田辺 美和 子 「中世 の童子 につい て」(『年報 中世史研 究』9号 、1984年)、 鎌 田東 二 「翁 と
童の存在論」(『悠久』37号 、桜楓社、1989年)、 黒田 日出男 「「童」 と 「翁」一 日本 中世 の老人 と
子供 をめ ぐって一」(鎌 田東二編 『翁童信仰 』民衆宗教 史叢書第27巻 、雄 山閣出版、1993年)、 網
野 善彦 「童形 ・鹿杖 ・門前」(『異形 の王権』平凡社 、1993年)な ど。 また、神奈川 大学 日本常民
文化研 究所編 『絵 巻物 による日本常民生活絵 引』(平 凡社、1984年)の 宮本常一氏の解説 に 「子供
が 自由であ ったの は単 に幼 くて、 その行為 に責 任が 無か った とい うだ けでな く子供 た ちに一種
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『春 日権 現験 記絵 』に見る往 生の場 と来迎 の様相(多 川 文彦)
の く神 聖 なるもの 〉があ ると考 え られて きた為 であ ると思 われる」 として いる。黒 田氏 はこの宮
本氏 の見解 を踏 まえ、神仏が 「童」 「翁」「女」 とな って示現す る事実 を挙 げてお り、童子 が神仏
に近 い存在 と見 られて いたこ とを指摘 されてい る。
(22)(1)・(2)共 に前掲(13)『 神道体系神社編13(春 日)』pp.122～123
(23)井 上 光貞 『日本 浄土教成立史の研究』(山 川 出版社、1956年)、 五来重 『高野聖』(角 川選書79、 角
川書店、1975年)
(24)高 橋 貞一 「春 日権 現験 記絵 詞の底本 について」(『国文学 言語 と文芸』1-7、1959年)、 高 木豊
「『春 日権現験記絵 』詞 書考一 春 日明神霊験譚の集成一」(江 川義忠編 『菅谷正貫先生古希記念 論文
集 哲学 と宗教 』、 理想社 、1983年)、 竹居 明男 「春 日権現験 記 」(『説話 の講座 』5、 勉 誠社、
1993年)
(25)下 店静市 『大和 絵史研 究』(冨 山房、1944年)
(26)本 論文の指導、齊藤孝氏の助言 による。
(27)中 村 興二 「阿弥陀来迎図の展 開」(『仏教 芸術 』151号 、1983年)
(28)『拾 遺往生伝』巻上、教 壊 ・維範伝(『 大 日本仏教全書 』第68巻 史伝 部7、p.205a・b)
(29)『 高野春秋編年輯録 』巻5(『 大 日本仏教全書 』第87巻 寺 誌部5、p.142c)
(30)『 高野山往生伝 』 ・;・伝(『 大 日本仏教全書 』第68巻 史伝 部7、p.150c)
(31)前 掲(24)高 木豊氏 の指摘 に、 この教懐 ・維範伝 の典拠 が果 た して 『拾 遺往 生伝』 なのか という
問題に対 して論 を展 開され てお られる。『春 日験 記絵 』の この部分 の深層 を解 明す るために は、 さ
らなる詞書の検 証 とその背景 を探 るこ とが必要で ある。今後 における自身の課題 と してい きたい。
(32)行 徳真一郎 「宮曼荼羅 の成 立」(『哲 学年報』52輯 、1993年)、 同氏 「春 日宮 曼荼羅 図の風 景表現一
仏性 と神性 のかたち一」(『MUSEUM』541号 、1996年)
(33)西 野春雄校注 『謡曲百番 』p.511(『 新 日本古典文学大系57』 所収 、岩波書店、1998年)
(34)『 明恵上人資料 第1』 所収 、p.112～113(『 高 山寺資料叢書 』第1、 東京大学 出版会、1971年)
(35)『 弥勒 如来感応抄』巻1(平 岡定海 『日本彌勒浄土思想展 開史の研 究』p.370、 大蔵 出版、1977年)
(36)前 掲(35)平 岡定海 『日本彌勒浄土思想展 開史の研究』
(37)前 掲(13)『 神 道大系神社編13(春 日)』p.164
(38)阿 部泰 郎 「神道曼荼羅 の構 造 と象徴世界」(桜 井好朗編 『大系仏教 と 日本 人(1)神 と仏』所 収、
春秋社、1985年)
(39)川 村知行 「春 日浄土 と春 日曼荼羅」(『美術史研究』17号 、1980年)
〔付 記 〕
本稿 を作 成す るにあた り、図① ・② で使用 した写真 は東京 国立博物 館 よ り特別観覧 お よび提供 を賜っ
た。 また浄 土教 美術 ・信仰 との比較研究 にあたっては佛教 大学名誉教授成田俊治先生の ご助言 を賜 った。
末筆 なが ら謹 んで感謝 の意 を表す次第で ある。
(たが わ ふ み ひ ご 文 学 研 究 科 仏 教 文 化 専 攻 博 士 後 期 課 程)
(指導 教 授:齊 藤 孝 教 授)
2002年10月16日 受 理
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